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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に当接され、超音波を送受波して受信データを出力するプローブと、
　前記プローブについての空間的な位置及び姿勢の少なくとも一方を計測し、その計測結
果を表す座標データを出力する座標計測手段と、
　前記受信データを記憶し、且つ、前記受信データに対応付けて前記座標データを記憶す
る手段であって、前記受信データを時系列順で格納するリングバッファとして構成される
シネメモリと、前記座標データを時系列順で格納するリングバッファとして構成される座
標データテーブルと、前記受信データに対応するボディマーク種別情報及びプローブマー
ク種別情報が格納される記憶部と、を含む記憶手段と、
　前記記憶手段から受信データ、並びに、それに対応付けられた座標データ、ボディマー
ク種別情報及びプローブマーク種別情報を読み出す読み出し制御手段と、
　前記読み出された受信データに基づいて生体イメージを形成する生体イメージ形成手段
と、
　前記読み出された座標データ、ボディマーク種別情報及びプローブマーク種別情報に基
づいて、前記被検体を表す三次元ボディマーク及び前記プローブを表す三次元プローブマ
ークを含む参照イメージを形成する参照イメージ形成手段と、
　前記生体イメージと前記参照イメージを表示する表示手段と、
　を含み、
　画像再生時に、前記記憶手段に格納された受信データに基づく生体イメージが動画像と
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して表示され、且つ、前記記憶手段に格納された座標データ、ボディマーク種別情報及び
プローブマーク種別情報に基づく参照イメージが動画像として表示される、ことを特徴と
する超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記三次元プローブマークが前記三次元ボディマーク上における前記座標データに基づ
く位置に表示されることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１記載の装置において、
　前記三次元プローブマークが前記三次元ボディマーク上において前記座標データに基づ
く姿勢で表示されることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１記載の装置において、
　前記座標計測手段は、
　前記プローブ及び固定場所の一方に設けられた磁場発生器と、
　前記プローブ及び前記固定場所の他方に設けられた磁気センサと、
　前記磁気センサの出力に基づいて前記座標データを演算する座標データ演算器と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に、ボディマーク及びプローブマークの表示に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置には、超音波画像（生体イメージ）の表示に当たって、参照イメ
ージとしてボディマーク及びプローブマークを表示する機能が具備されている。ボディマ
ークは、従来において単純な二次元の線画として表現され、そのボディマークとしては診
断部位や科目に応じて各種のものが用意されている。ユーザー操作によって特定のボディ
マークが選択され、それが超音波画像の近傍に表示される。また、超音波診断部位を特定
するために、ボディマーク上にプローブマークを表示させることもでき、そのようなプロ
ーブマークは単純なラインあるいはボックスとして表現され、ユーザーによってボディマ
ーク上でプローブマークの位置及び向きを自在に設定することができる。検査レポートを
作成し、それを保存あるいは印刷する場合、それらのマークは超音波画像を取得した診断
部位を確認する上で重要な情報となる。
【０００３】
　しかしながら、従来においては、上記のようなマークの設定に当たってはユーザーによ
るマーク位置決め等の操作が必要とされる。また、一連の受信データを連続的に格納して
いるシネメモリから受信データを読み出して静止画像又は動画像として表示させる場合に
、あらためてボディマークやプローブマークの種別を選択した上で、ボディマーク上にお
けるプローブマークの位置を手動で設定しなければならない。このため、煩雑であると共
に、プローブマークを正しく設定するのが難しいという問題がある。
【０００４】
　特許文献１には、三次元のボディマーク及び三次元のプローブマークを表示する装置が
開示されている。この装置では、ユーザーにより、プローブマークの位置が変更されると
、そのプローブマークが常にボディマークの中心位置となるように、ボディマークの表示
内容が変更されている。特許文献２にも、三次元のボディマーク及び三次元のプローブマ
ークを表示する装置が開示されている。この装置では、入力部を用いてユーザー指定され
た視線方向から見たボディマーク及びプローブマークが生成され、そのボディマーク上に
おける、被検体とプローブとの位置関係に基づく位置に、プローブマークが表示される。
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その場合に、磁気センサを用いて前記の位置関係を計測することが開示されている（同文
献第００２５段落）。しかし、いずれの文献にも、受信データの再生時にボディマーク及
びプローブマークを自動的に表示させることついては開示されていない。また、プローブ
マークの位置に加えてその姿勢を自動的に判断することについても開示されていない。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２０１９２６号公報
【特許文献２】特開２００１－０１７４３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、受信データの再生時に、その受信データを取得した際の計測状況を表
す参照イメージを自動生成できるようにすることにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、ボディマーク及びプローブマークの表示に際してユーザーの負担
を軽減することを目的とする。
【０００８】
　本発明の他の目的は、実際の計測状況を正しく反映したボディマーク及びプローブマー
クの表示を行えるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（１）本発明は、被検体に当接され、超音波を送受波して受信データを出力するプローブ
と、前記プローブについての空間的な位置及び姿勢の少なくとも一方を計測し、その計測
結果を表す座標データを出力する座標計測手段と、前記受信データを記憶し、且つ、前記
受信データに対応付けて前記座標データを記憶する手段であって、前記受信データを時系
列順で格納するリングバッファとして構成されるシネメモリと、前記座標データを時系列
順で格納するリングバッファとして構成される座標データテーブルと、前記受信データに
対応するボディマーク種別情報及びプローブマーク種別情報が格納される記憶部と、を含
む記憶手段と、前記記憶手段から受信データ、並びに、それに対応付けられた座標データ
、ボディマーク種別情報及びプローブマーク種別情報を読み出す読み出し制御手段と、前
記読み出された受信データに基づいて生体イメージを形成する生体イメージ形成手段と、
前記読み出された座標データ、ボディマーク種別情報及びプローブマーク種別情報に基づ
いて、前記被検体を表す三次元ボディマーク及び前記プローブを表す三次元プローブマー
クを含む参照イメージを形成する参照イメージ形成手段と、前記生体イメージと前記参照
イメージを表示する表示手段と、を含み、画像再生時に、前記記憶手段に格納された受信
データに基づく生体イメージが動画像として表示され、且つ、前記記憶手段に格納された
座標データ、ボディマーク種別情報及びプローブマーク種別情報に基づく参照イメージが
動画像として表示される、ことを特徴とする。
【００１０】
　上記構成によれば、プローブについてその位置及び姿勢の少なくとも一方を示す座標デ
ータが取得され、受信データの記憶時にそれに対応付けられた座標データも記憶される。
そして、受信データの読み出し時にはそれに対応付けられた座標データも読み出され、生
体イメージの表示の際には、座標データに基づいて形成された参照イメージも表示される
。すなわち、参照イメージを観察することによって、座標データの内容すなわち受信デー
タ取得時における計測状況（例えば、被検体との関係におけるプローブ位置、プローブ姿
勢）を認識できる。このように、煩雑な設定を行うことなく、参照イメージを表示できる
ので、ユーザー負担が軽減、解消され、また、計測状況の正確な把握が可能となる。
【００１１】
　上記構成において、プローブは例えば二次元データ計測用又は三次元データ計測用の超
音波探触子である。座標計測手段としては、後述するように磁場計測を用いたものを用い
るのが望ましいが、それ以外にも機械的な測位機構、光、電波、超音波などを利用した測
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位システムなどを用いることも可能である。生体イメージは二次元又は三次元の超音波画
像であり、参照イメージは、二次元又は三次元のグラフィック画像であるのが望ましいが
、デジタル写真イメージなどであってもよい。生体イメージ及び参照イメージは、同じ画
面上に表示されるのが望ましいが、一方を主表示器、他方を補助表示器に表示するように
してもよい。なお、受信データは、通常、ビーム単位、フレーム単位又はボリューム単位
で格納され、１つの受信データに１つの座標データが対応付けられる。しかし、複数の受
信データに１つの座標データを対応付けてもよいし、その逆でもよい。
【００１２】
　望ましくは、前記参照イメージは、ボディマーク及びそれに重合表示されるプローブマ
ークを含む。望ましくは、前記ボディマークは三次元ボディマークであり、前記プローブ
マークは三次元プローブマークである。ボディマーク及びプローブマークは、あらかじめ
用意された複数のマークからいずれかのマークを選択する方法、ソフトウエア処理によっ
てその都度生成する方法、それらの組み合わせ、などによって生成される。プローブ位置
の自動認識とプローブ姿勢の手動設定の組み合わせあるいはその逆の組み合わせであって
もよい。
【００１３】
　上記のボディマークは、三次元イメージの他に、二次元的なイメージなども考えられる
。その場合は線画などであってもよい。上記のプローブマークは、プローブ自体の外形を
模擬したものであってもよいし、プローブを当接する位置（及び／又は姿勢）を表現する
矢印、ボックスなどのシンボルであってもよい。あるいは、よりリアルな三次元画像であ
ってもよい。
【００１４】
　望ましくは、前記三次元プローブマークが前記三次元ボディマーク上における前記座標
データに基づく位置に表示される。望ましくは、前記三次元プローブマークが前記三次元
ボディマーク上において前記座標データに基づく姿勢で表示される。
【００１５】
　望ましくは、前記記憶手段には、更に、ボディマーク種別情報及びプローブマーク種別
情報が格納され、前記参照イメージの形成時に、前記ボディマーク種別情報及び前記プロ
ーブマーク種別情報が参照され、それらの情報に従って前記参照イメージが形成される。
【００１６】
　上記構成によれば、受信データの読み出し時（画像再生時）に、ボディマーク種別及び
プローブマーク種別を認識して、適切なボディマーク及びプローブマークを生成（選択）
することが可能となる。ボディマーク種別は、受信データの取込時にユーザーによりマニ
ュアル選択され、あるいは診断科目などから自動的に判断されてもよい。プローブ種別に
ついても、受信データ取込時にユーザーによりマニュアル選択され、あるいはプローブ種
別などを自動認識してそれに基づいて自動的に判断されてもよい。もちろん、画像再生時
に、ユーザーによってボディマーク種別及びプローブマークの種別が選択されてもよい。
【００１７】
　望ましくは、前記座標計測手段は、前記プローブ及び固定場所の一方に設けられた磁場
発生器と、前記プローブ及び前記固定場所の他方に設けられた磁気センサと、前記磁気セ
ンサの出力に基づいて前記座標データを演算する座標データ演算器と、を含む。通常は、
プローブに比較的小型の磁気センサが内蔵され、ベッド付近の固定場所に磁気センサより
大きな磁場発生器が設けられる。
【００１８】
　望ましくは、前記生体イメージと前記参照イメージとを含む画像を記録する記録手段を
含む。ここで、記録手段としては、ＶＴＲ、ＣＤ－ＲＯＭなどの電子記録媒体への画像記
録を行う手段、写真撮影により画像記録を行う手段、用紙上への画像印刷により記録を行
う手段などであってもよい。
【００１９】
　なお、座標計測に先立って、被検体のサイズ及び姿勢などを反映した座標系を定義する
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ためのキャリブレーションを行うのが望ましい。すなわち、ボディマークのサイズやスケ
ールを実際の被検体のサイズやスケールに整合させて、被検体上におけるプローブ位置（
実際の計測部位）を正確に反映しつつ、ボディマーク上にプローブマークが表示されるよ
うにする。その場合には、被検体上において、あらかじめ定義されたキャリブレーション
用の複数の部位に、プローブの送受波面中心を接触させて登録するなどの手法が用いられ
る（これに関しては、既に本出願人が先に出願した特願２００２－２１８４９７号に記載
された手法などを用いてもよい）。
【００２０】
（２）実施形態に係る超音波診断装置は、被検体に当接して用いられ、超音波ビームを走
査し、各フレームの受信データを出力する可搬型のプローブと、前記プローブに設けられ
た磁気センサと、前記被検体の近傍の固定場所に設置された磁場発生器と、を有し、前記
プローブについて空間的な位置及び姿勢を計測し、その計測結果を表す座標データを出力
する座標計測手段と、前記受信データがフレーム単位で格納されるシネメモリと、前記受
信データに対応付けて前記座標データが格納される座標データテーブルと、データ再生時
に、前記シネメモリから受信データを読み出し、且つ、前記座標データテーブルから座標
データを読み出す読み出し制御手段と、前記読み出された受信データに基づいて生体イメ
ージを形成する生体イメージ形成手段と、前記読み出された座標データに基づいて、ボデ
ィマーク及びプローブマークを有する参照イメージを形成する参照イメージ形成手段と、
前記生体イメージと前記参照イメージを同時表示する表示手段と、を含む。
【００２１】
　望ましくは、前記シネメモリから一連の受信データが連続して読み出されて一連の生体
イメージが動画として表示される場合に、それに伴って、前記記憶手段から前記一連の受
信データに対応する一連の座標データが連続して読み出されて一連の参照イメージが動画
として表示される。
【００２２】
　以上のように、シネメモリを用いた静止画像又は動画像の再生時に、実際に行われた計
測状況を模式的に再現したボディマーク及びプローブマークが表示される。その場合に、
ユーザーの煩雑な操作は不要であり、また、データ取得時における実際の計測状況が正し
く再現されるので疾病診断上、有益な情報を提供できる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように、本発明によれば、受信データの再生時に、その受信データを取得
した際の計測状況を表す参照イメージを生成できる。また、ボディマーク及びプローブマ
ークの表示に際してユーザーの負担を軽減できる。更に、実際の計測状況を反映したボデ
ィマーク及びプローブマークの正しい表示を行える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２５】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその
全体構成を示すブロック図である。
【００２６】
　プローブ１０は、超音波の送受波を行う超音波探触子である。このプローブ１０は、図
１に示す例において、複数の振動素子からなるアレイ振動子を有しており、そのアレイ振
動子によって超音波ビームＢが形成される。またその超音波ビームを電子走査することに
より走査面Ｓが形成される。電子走査方式としては電子セクタ走査、電子リニア走査など
をあげることができる。なお、プローブ１０がいわゆる２Ｄアレイ振動子を有し、三次元
データ取込空間が構成されてもよい。
【００２７】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、座標計測手段として、磁場発生器１４、磁気セン
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サ１２及び座標演算部１６を有している。磁場発生器１４は、図１に示す例において、被
検者が載置されるベッド（図示せず）などにおける所定の固定場所に固定設置されている
。一方、磁気センサ１２は、図１に示す例においてプローブ１０に設けられており、具体
的にはプローブ１０における樹脂性のケース内に収納配置されている。磁場発生器１４及
び磁気センサ１２としては、プローブ１０の三次元座標及び姿勢を計測できる限りにおい
て、各種のものを用いることができ、例えば、磁場発生器１４としては、直交する三軸に
対応した時分割動作する３つの磁場発生用コイルを有するものが用いられ、磁気センサ１
２としては、上記に対応して直交する三軸に対応した３つの磁場検出用コイルを有するも
のが用いられる。座標演算部１６においては、磁気センサ１４から出力される各コイルの
出力信号に基づいて、プローブ１０の空間的な座標（x，y、x）及びプローブ１０につい
ての各軸回りの回転角度（α，β、γ）を演算する。このような座標計測は公知技術であ
る。
【００２８】
　プローブ１０は、装置本体に対してケーブル１８を介して接続される。すなわちプロー
ブ１０は本実施形態において可搬型であり、一般的には、被検体の体表面上に当接して用
いられる。もちろん、プローブ１０として、体腔内に挿入されるものが用いられてもよい
。
【００２９】
　次に、装置本体が有する構成について説明する。送信部２０は送信ビームフォーマーと
して機能する。すなわち、制御部３８の制御の下、送信部２０は複数の振動素子に対して
所定の遅延関係をもって複数の送信信号を供給する。また、受信部２２は、受信ビームフ
ォーマーとして機能し、制御部３８の制御の下、複数の振動素子から出力される複数の受
信信号に対していわゆる整相加算処理を実行する。
【００３０】
　信号処理部２４は、受信部２２から出力される整相加算後の受信信号に対して、検波、
対数圧縮などの処理を実行する。ちなみに、そのような処理を後述する記憶部２６の後段
で実行し、記憶部２６上においてはＲＦ信号が格納されるようにしてもよい。また、記憶
部２６上において、望ましくは座標変換前の形式で各受信信号（各受信データ）が格納さ
れるが、座標変換後において各受信データの格納が行われてもよい。
【００３１】
　記憶部２６は、本実施形態において、シネメモリ２８及び座標データテーブル３０を有
している。シネメモリ２８は、時系列順で入力される複数のフレーム分の受信データを記
憶するメモリであり、例えばリングバッファのような構造を有している。すなわちシネメ
モリ２８上には常に一定期間にわたる受信データが格納される。周知のように、フリーズ
操作により送受信が停止され、その時点でシネメモリ２８上における記憶内容が固定され
る。ちなみに、リアルタイムで超音波画像の表示を行う場合においては、記憶部２６上に
各受信データを一旦格納させてからそれを読み出して表示処理を行うようにしてもよいし
、信号処理部２４から出力される受信データをそのまま後述する画像形成部３２へ渡すよ
うにしてもよい。
【００３２】
　座標データテーブル３０は、シネメモリ２８上に格納される各受信データごとに、その
受信データを取得した際におけるプローブ１０についての座標データを格納したテーブル
であり、本実施形態においては、１つの受信データあたり１つの座標データが対応付けて
保存されている。したがって、この座標データテーブル３０もシネメモリ２８と同様に、
リングバッファの構造を有する。
【００３３】
　ちなみに、シネメモリ２８上における受信データの記憶単位は、ビーム、フレームある
いはボリュームであり、座標データテーブル３０における座標データの記憶単位は受信デ
ータの記憶単位と同様にビーム、フレームあるいはボリュームである。もちろん、複数の
受信信号に対して１つの座標データが対応付けられてもよいし、その逆であってもよい。
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座標データは、本実施形態において上記のｘ，ｙ、ｚ，α，β，γで構成されるが、例え
ば既知の座標については省略してもよいし、あるいは上記の６つのデータの中から必要な
データのみを座標データとして構成するようにしてもよい。いずれにしても、各受信デー
タごとに座標データが対応づけられつつ保存されるため、後述するように、受信データの
再生時においてそれに対応付けられた座標データを用いてボディマーク及びプローブマー
クを正しく自動的に生成表示できるという利点がある。なお、記憶部２６についてのデー
タ書き込み及びデータ読み出しは後述する制御部３８によって制御されている。
【００３４】
　画像形成部３２は、受信データに基づいて生体イメージとしての超音波画像を構成する
手段であり、例えばデジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）などを含むものである。本実
施形態においては二次元の超音波画像が構成されているが、もちろん三次元の超音波画像
が構成されてもよいし、あるいはＭモードやＤモード画像などが構成されてもよい。
【００３５】
　表示処理部３４は、画像形成部３２から出力される画像データ（生体イメージ）と、後
述するグラフィック生成部４２から出力される参照イメージとしてのグラフィックデータ
とを合成し、その合成後の画像を表すデータを出力する。その画像データは表示部３６に
送られ、表示部３６上には生体イメージとグラフィックイメージとが合成表示された画像
が表示される。ここで、表示部３６は、主表示器及び補助表示器の２つの表示器からなる
ものであってもよい。すなわち、一方の表示器に生体イメージを表示させ、他方の表示器
にグラフィック画像すなわちボディマーク及びプローブマークを表示するようにしてもよ
い。しかしながら、同じ表示画面上に生体イメージと共に参照イメージ（ボディマーク及
びプローブマーク）を表示させることにより、画像記録時に両画像を一緒に記録すること
ができ、また画像観察時に診断部位などを迅速かつ的確に把握できるという利点がある。
ここで、合成画像の記録は、記録媒体への電子的な記録、用紙への印刷、写真撮影などに
よって行える。
【００３６】
　制御部３８は、ソフトウエアによって動作するＣＰＵによって構成されている。この制
御部３８は図１に示される各構成の動作制御を行っており、特に実質的にソフトウエアに
よって構成されるグラフィック生成部４２に対してグラフィック生成条件を与えている。
【００３７】
　制御部３８は、キャリブレーション実行部４０として表されているキャリブレーション
機能を有している。すなわち、実際の被検体におけるスケールやサイズとボディマークに
おけるスケールやサイズとを対応付ける（整合させる）ために計測に先立ってキャリブレ
ーションが実行される。例えば、被検体上において定義される複数のキャリブレーション
用特定位置に対してプローブ１０における送受波面中心を当接させ、その時の座標データ
を得ることによって実際の被検体におけるサイズやスケールなどを認識でき、これによっ
てボディマークに関する座標系を定義することが可能となる。もちろん、そのようなキャ
リブレーションを行うことなく、座標データを計測してそれを受信データに対応付けて保
存しておき、それをボディマークやプローブマークの表示の際に利用するようにしてもよ
い。
【００３８】
　上記のようなキャリブレーションが実行された場合、そのキャリブレーション結果が制
御部３８から座標演算部１６へ渡され、座標演算部１６は、磁気センサ１２の出力信号に
基づき、キャリブレーションによって定義された座標系における座標を演算する。ちなみ
に、本実施形態においては、超音波画像をリアルタイムで表示する場合及び保存された受
信データを用いて超音波画像を再生表示する場合のいずれにおいても三次元ボディマーク
及び三次元プローブマークが実態を反映させつつ表示されている。座標演算部１６は、そ
の演算結果である座標データを記憶部２６に出力すると共に、制御部３８へも出力してい
る。すなわち制御部３８は、リアルタイム表示においては座標部１６から直接的に出力さ
れた座標データを受けることになり、画像再生時には記憶部２６における座標データテー
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ブル３０から読み出された座標データを受け取ることになる。
【００３９】
　グラフィック生成部４２は、本実施形態においてボディマーク生成部４４及びプローブ
マーク生成部４６を有している。それらの生成部４４，４６は本実施形態では、実質的に
ソフトウエアによって構成され、その場合において、あらかじめ生成されている複数のマ
ークの中から制御部３８が出力した条件に対応したいずれかのマークを選択するようにし
てもよいし、制御部３８が出力した条件にしたがってマークを個別的に生成するようにし
てもよい。ボディマーク生成部４４は、後に示すように、三次元ボディマークを生成して
おり、プローブマーク生成部４６は三次元プローブマークを生成している。なお、ボディ
マーク及びプローブマークはデジタル写真装置によって撮像されたデジタルイメージなど
であってもよい。
【００４０】
　本実施形態においては、リアルタイム画像表示時及びシネメモリ２８からの画像再生時
のいずれの場合においても、グラフィック生成部４２が機能し、すなわち制御部３８から
出力される表示条件に応じたボディマーク及びプローブマークが生成されている。それら
のマークを含むグラフィックデータは表示処理部３４に送られ、本実施形態においては超
音波データ上にそのようなグラフィックデータがオーバーレイ処理されている。そして、
そのように生成された合成画像のデータが上述したように表示部３６へ送られている。
【００４１】
　ちなみに、複数のボディマークをあらかじめ用意しておく場合には、各科目ごとにまた
患者の種別や患者のサイズごとに複数のボディマークを用意しておくのが望ましい。また
、プローブマークに関しても各種のプローブに対応したマークが生成されるようにするの
が望ましい。この場合において、三次元のマークを自動的に生成する場合においては、例
えばボリュームレンダリング法やサーフェイス法などの公知の三次元画像構築技術を利用
することができる。
【００４２】
　制御部３８には、外部記憶装置５０が接続されており、その外部記憶装置５０上には制
御部３８が動作制御をするにあたって必要な各種のデータが格納されている。また制御部
３８には操作パネル４８が接続されており、それを用いてユーザーは各種の設定や入力を
行うことが可能である。
【００４３】
　図２には、図１に示した座標データテーブル３０の具体的な構成例が示されている。図
２に示されるように受信データはフレーム単位で格納され、すなわちフレーム番号に対応
付けて座標データ３０Ａが格納されている。座標データは、プローブの空間的な位置を表
すデータｘ，ｙ，ｚとプローブの姿勢を表すデータα，β，γで構成されているが、それ
は一例であって、各マークの表示を適切に行える限りにおいて様々な座標データを記憶さ
せておくことができる。
【００４４】
　また、本実施形態においては、受信データを格納した際にユーザーによりあるいは自動
的に決定されたボディマーク種別及びプローブマーク種別の情報（３０Ｂ，３０Ｃ）も併
せて保存されている。すなわち、リアルタイム画像表示時にあるいはフリーズ前に何らか
の方式でそのような種別情報が登録されていれば、そのような情報を用いて画像再生時に
自動的にプローブマーク及びボディマークの各種別を選択することが可能となる。もちろ
ん、フリーズ後にそのような種別をユーザーによって個別的に指定させることもでき、あ
るいは一方については自動的に判定するようにしてもよい。
【００４５】
　図３には参照イメージの生成過程が概念的に示されている。Ｓ１０においては上述した
キャリブレーションが実行される。それに先だってあるいはその後に、Ｓ１２においてボ
ディマーク種別が指定され、またＳ１４においてプローブマーク種別が指定される。その
ような各マークの指定はユーザーによりあるいは自動的に行われる。Ｓ１６においては、
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ボディマークが生成され、Ｓ１８においてはプローブマークが生成される。この場合に、
リアルタイム画像表示時においては現在取得された座標データが用いられ、ボディマーク
上における適切な位置にプローブマークが適切な姿勢で表示されることになる。すなわち
、実際の計測状況を反映した状態が模式的に再現される。これは、シネメモリを用いた画
像データ生成時においても同様であり、この場合においては保存された座標データが読み
出されてそれに基づいてプローブマークなどが生成されることになる。
【００４６】
　上記のＳ１８においては、プローブマークの種別についての指定結果にしたがってプロ
ーブマークが生成され、その場合においてはキャリブレーションの実行結果が反映される
。また、Ｓ１６においてはＳ１２で指定されたボディマーク種別にしたがってボディマー
クが生成され、その場合においては、必要に応じて、キャリブレーションの実行結果が参
照され、また座標データが参照されることになる。たとえば、指定されたボディマーク種
別に属する複数のボディマークの中で座標データにしたがっていずれかのボディマークを
選択するようにしてもよい。
【００４７】
　Ｓ２０においては、ボディマークとプローブマークを合成することにより、グラフィッ
クイメージ（参照イメージ）が生成される。この場合においては、表示条件にしたがって
そのようなイメージの生成が実行され、その場合においては、例えばボディマークについ
ては肌色系のカラーコーディング処理を施し、プローブマークについては実際のプローブ
の色を反映したカラーコーディング処理を施すようにしてもよい。Ｓ２２においては制御
部において設定された表示条件にしたがって生体イメージと共にグラフィックイメージす
なわち参照イメージが合成表示される。そして、以上の処理は各フレームの画像ごとに実
行され、したがって、例えば動画としてシネメモリからの画像データを表示する場合にお
いては、仮にそのような一連の画像取得の過程においてプローブに動きがあった場合には
、その動きもプローブマークの動きとして再現されることになる。
【００４８】
　図４には、ボディマークに関して定義される座標系６０が示されており、上記のキャリ
ブレーションによってこの座標系６０が定義される。ちなみに、図中には、その座標系６
０に対応付けて、代表的なボディマーク６２が示されている。図において座標原点Ｏを通
過する３つの直交軸Ｘ，Ｙ，Ｚが定義されている。上記の座標計測手段により、このよう
な座標系６０におけるプローブの位置及び姿勢が計測されることになる。そして、その計
測された座標データを反映するようにボディマーク上にプローブマークが表示される。そ
の様子が図５に示されている。
【００４９】
　図５には表示画面６４の一例が示されており、その画面上には生体イメージ（超音波画
像）６６と、参照イメージ（グラフィック画像）６８とが示されている。参照イメージ６
８は、上述したようにボディマーク７０及びプローブマーク７２を含むものであり、それ
らのマークは三次元イメージとして表現されている。上述したように、リアルタイム画像
表示時においては生体表面上において実際にプローブを移動させるとそれに伴ってボディ
マーク７０上においてプローブマーク７２も移動することになる。これは画像再生時にお
いても同様である。特に、従来においては画像再生時にボディマーク７０及びプローブマ
ーク７２をユーザーにより選択してその位置を含めてユーザー指定することによりそれら
の表示が実現されていたが、本実施形態によれば、各受信データに対応付けて座標データ
が保存されているために、その受信データの読み出し時においてそれに対応付けられた座
標データを用いてボディマーク７０上における適切な位置に適切な姿勢でプローブマーク
７２を自動的に表示させることができ、実際のデータ取得時における超音波診断の様子を
模式的に再現することが可能となる。特に、本実施形態においては三次元ボディマーク及
び三次元グラフィックマークが表示されるため、被検体におけるどの部位をどのような角
度から診断したかを直感的に認識できるという利点がある。
【００５０】
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　なお、参照イメージ６８の表示位置はユーザーによって適宜設定することができ、また
参照イメージの大きさについてもユーザーによって自在に設定できるようにするのが望ま
しい。また、ボディマーク７０を表示させる向きに関してはあらかじめ代表的なものをい
くつか用意しておくこともできるし、患者がベッド上に横たわった状態を再現できるよう
なボディマークをあらかじめ複数用意しておいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す座標データテーブルの具体的な構成例を示す図である。
【図３】参照イメージの生成プロセスを説明するための概念図である。
【図４】キャリブレーションによって定義される座標系を説明するための図である。
【図５】参照イメージ及び生体イメージの同時表示を説明するための図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１０　プローブ、１２　磁気センサ、１４　磁場発生器、１６　座標演算部、２０　送
信部、２２　受診部、２６　記憶部、２８　シネメモリ、３０　座標データテーブル、３
２　画像形成部、３４　表示処理部、３８　制御部、４０　キャリブレーション実行部、
４２　グラフィック生成部、４４　ボディマーク生成部、４６　プローブマーク生成部。
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